
鳥取大火前の眞教寺（上） 

現在の寺の門 （下） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

           

    
 

 
今
回
の
研
究
会
は
か
た
の
婦
人
参
政
権
運
動 

 
 

に
つ
い
て
当
時
の
新
聞
記
事
を
基
に
内
田
克
彦 

氏
の
解
説
で
、
時
代
を
追
っ
て
史
実
に
忠
実
に
活 

動
を
学
び
ま
し
た
。 

 

大
正
１２
年 

 
２
月
１７
日
婦
人
参
政
同
盟
の 

最
初
の
演
説
会
に
弁
士
の
一
人
と
し
て
か
た
も
演 

説
し
た
。
翌
３
月
１３
日
衆
議
院
に
「
婦
人
参
政
ニ 

関
ス
ル
建
議
案
」
が
松
本
君
平
氏
に
よ
り
上
程
さ 

れ
、
翌
１４
日
付
官
報
号
外
に
そ
の
長
文
が
出
て
い 

る
。
そ
の
日
夕
方
に
は
、
第
二
回
の
演
説
を
し
て 

い
る
。 

 
 

 
 
 

３
月
３１
日
に
慰
労
会
が
も
た
れ
た
が
、
卓
上
に 

盃
が
準
備
し
て
あ
り
、
婦
人
禁
酒
会
の
か
た
は
激 

怒
し
、
酒
は
出
な
か
っ
た
よ
う
だ 

（
こ
の
年
９
月
１
日
関
東
大
震
災
起
き
、
か
た
等 

 

は
救
済
活
動
を
す
る
。） 

 

大
正
１３
年 

 

１
月
１５
日
、
今
議
会
に
対
す
る
運 

動
の
相
談
会
を
開
く
が
、
同
月
３１
日
に
議
会
は
解 

散
と
な
る
。 

 

５
月
、
一
同
に
相
談
せ
ず
音
楽
会
を
開
い
た
こ 

と
の
不
平
が
出
て
、
婦
人
参
政
同
盟
の
解
散
説
が 

出
た
が
、
６
月
臨
時
総
会
が
開
か
れ
。
会
の
存
続 

を
決
め
、
か
た
は
理
事
に
再
任
さ
れ
た
。
し
か
し 

７
月
１５
日
に
は
脱
会
届
け
を
出
し
て
い
る
。 

１０
月
、
脱
会
組
の
河
本
亀
子
の
婦
人
保
護
協
会
、 

西
川
文
子
の
婦
人
社
会
問
題
研
究
会
と
、
碧
川
か

た
の
婦
人
禁
酒
会
の
あ
わ
せ
て
三
団
体
は
「
婦
人
参

政
三
派
連
合
会
」
を
結
成
。 

 
 

 
 

 
 

 

 

大
正
１４
年 

 

２
月
１６
日
第
五
〇
回
帝
国
議
会 

に
対
す
る
運
動
は
婦
人
参
政
三
派
連
合
会
、
期
成
同

盟
会
、
婦
人
参
政
同
盟
の
三
者
に
よ
る
共
同
歩
調
で

行
う
こ
と
を
決
め
る
。
（
合
併
し
た
さ
を
胸
に
秘
め

て
、
打
合
わ
せ
た
と
讀
賣
新
聞
に
書
か
れ
る
。
） 

３
月
１０
日
松
本
君
平
氏
に
よ
り
、
「
婦
人
参
政 

ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
が
上
程
さ
れ
、
婦
人
傍
聴
人
が

多
く
出
席
し
た
「
婦
人
デ
ー
」
だ
っ
た
が
、
吉
良
元 

夫
代
議
士
は
質
問
中
「
婦
選
運
動
者
は
、
不
節
操
な 

る
女
」
と
発
言
。
（
建
議
案
は
可
決
） 

 

翌
々
日
か
た
等
四
人
は
、
吉
良
代
議
士
の
弁
明
を

求
め
て
議
員
会
館
に
面
会
に
行
く
。 

 

大
正
１５
年 

 

２
月
第
五
一
回
帝
国
議
会
に
も 

同
建
議
案
が
上
程
さ
れ
、
３
月
可
決
し
た
。 

 

昭
和
２
年 

 

２
月
９
日
、
三
派
連
合
会
を
解
散

し
、
か
た
は
婦
人
参
政
同
盟
に
再
び
籍
を
お
く
。 

同
１４
日
鷲
尾
よ
し
子
と
『
女
権
』
を
出
す
と
発
表
。 

３
月
～
５
月
『
女
権
』
の
創
刊
号
か
ら
３
号
ま
で 

発
刊
す
る
。 

 

か
た
は
長
男
道
夫
の
い
る
京
都
へ
転
居
す
る
。 

          

   

今
年
一
月
二
十
五
日
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

湯
梨
浜
で
の
研
究
会
の
時
、
和
田
邦
之
助
の
位
牌

は
残
っ
て
い
な
い
か
と
話
題
に
出
て
、
墓
が
元
あ

っ
た
鳥
取
市
の
眞
教
寺
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

  

昭
和
２７
年
４
月
１７
日
の
鳥
取
大
火
で
「
ご
本
尊

さ
ん
と
過
去
帳
だ
け
は
持
っ
て
出
た
が
、
位
牌
な

ど
全
部
焼
け
た
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
永
井
住

職
は
過
去
帳
は
見
せ
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
「
確
か
に
邦
之
助
は
明
治
３３
年
に
六
十
二
歳

で
死
亡
、
葬
儀
が
こ
の
寺
で
さ
れ
た
と
過
去
帳
に

記
し
て
あ
る
」
と
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
訪

問
者
は
角
秋
勝
治
・
内
田
克
彦
・
山
本
幹
子
・
四

井
幸
子
で
し
た
。
） 

みんなで学びひろめよう！ 碧 川 か た 研究会報   第 9号 

2019年 6月 事務局：〒661－0061岩美町高山 824  Tel&Fax 0857 73 1051 yotsui@ncn-t.net 

 

第
７
回
研
究
会
を
５
月
２５
日
（
土
） 

に
行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
資
料
が
納
め
て 

あ
る
貴
重
な
復
刻
本
等 

 
 

 
 

（
県
立
図
書
館
所
蔵
） 

眞 

教 

寺 

訪 

問 
 



碧
川
か
た
と
婦
人
参
政
権
運
動
と
の
関
わ
り 

 
 

 
 

 
 

 

（ 

そ
の
三
） 

                   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
田
克
彦 

（
前
号
よ
り
続
く
） 

 

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年 

十
一
月
十
三
日
付
讀
賣
新
聞
に
は
、
「
議
会
を
前
に 

 
 

動
き
出
し
た
婦
選
の
団
体 

こ
と
し
は
獲
得
同 

 
 

盟
の
独
り
天
下
か
」
を
見
出
し
に
し
て
、
「
参 

 
 

政
同
盟
や
三
派
連
合
は
果
し
て
婦
選
団
体
と
見 

 
 

て
よ
い
か
ど
う
か
は
異
論
も
あ
る
模
様
で
ー
即 

 
 

ち
先
ず
三
派
連
合
の
方
は
西
本[
マ
マ]

文
子
さ 

ん
（
婦
人
社
会
問
題
研
究
会
）
が
昨
年
既
に
退 

い
て
鷲
尾
よ
し
子
さ
ん
に
一
任
し
自
分
は
阿
佐 

ヶ
谷
に
婦
人
学
生
寄
宿
寮
を
作
り
今
後
は
専
心 

学
生
の
教
育
に
当
る
と
い
ひ
、
又
河
本
亀
子
さ 

ん
（
婦
人
保
護
協
会
）
は
結
婚
し
て
家
庭
生
活 

に
入
り
今
は
金
儲
け
に
一
生
懸
命
で
あ
り
、
残 

る
は
僅
に
碧
川
か
た
子
さ
ん
（
婦
人
禁
酒
会
） 

ひ
と
り
だ
け
で
あ
る
。
」
と
の
記
事
が
載
る
。 

 
 
 
 
 
 

（そ
れ
で
も
、
か
た
は
、
孤
塁
を
守
っ
て
依 

 
 
 

然
婦
選
運
動
を
続
け
て
い
た
。) 

 

一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年 

二
月
一
七
日
、
第
五
一
回
帝
国
議
会
に
「
婦
人
参
政 

 
 

ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
が
上
程
さ
れ
た
。 

三
月
二
四
日
、
建
議
案
が
衆
議
院
本
会
議
で
可
決
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
 

帝
国
議
会
は
二
年
続
け
て
「建
議
案
」 

 
 
 
 

を
可
決
し
た
。
） 

 

六
月
一
二
日
、
日
本
母
性
保
護
協
会
が
中
央
仏
教
会 

館
で
母
性
保
護
問
題
に
関
す
る
講
演
会
を
開 

き
、
「
母
体
と
禁
酒
」
の
演
題
で
講
演
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

七
月
、「
山
根
菊
子
氏
等
日
本
婦
人
参
政
協
会
を
作 

る
、
是
に
て
婦
選
団
体
は
婦
選
獲
得
同
盟
、
婦 

人
参
政
同
盟
、
婦
人
参
政
三
派
連
盟[

マ
マ]

、 

日
本
婦
人
参
政
協
会
の
四
つ
と
な
る
」
（
『
婦 

人
界
三
十
五
年
』 

 

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年 

一
月
一
五
日
、
三
派
連
合
は
、
婦
人
参
政
同
盟
宛
に 

 
 

「
都
合
に
よ
り
今
会
議
運
動
に
参
加
せ
ず
」
通 

 
 

知
。
同
一
六
日
、
獲
得
同
盟
宛
に
も
同
様
に
通 

知
。 

二
月
九
日
、
婦
人
参
政
三
派
連
合
は
、
正
式
に
解 

散
を
宣
言
。
か
た
は
婦
人
参
政
同
盟
に
再
び 

籍
を
置
く
。 

二
月
一
四
日
、
鷲
尾
よ
し
子
と
相
談
し
て
、
三
月 

一
日
か
ら
『
女
権
』
を
出
す
計
画
で
準
備
を 

進
め
る
。
（
二
月
一
四
日
付
讀
賣
新
聞
） 

三
月
一
七
日
、
婦
人
参
政
権
法
律
案
が
第
五
二
回 

 
 

帝
国
議
会
に
上
程
さ
れ
る
も
、
審
議
未
了
。 

三
月
一
〇
日
、
『
女
権
』
創
刊
号
発
刊
。 

四
月
、
『
女
権
』
四
月
号
発
刊
。 

五
月
一
〇
日
、
『
女
権
』
五
月
号
発
刊
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
こ
の
項
、
了
） 

       

三
回
連
載
で
詳
し
く
執
筆
し
て
い
た
だ
き
、
あ 

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
は
先 

回
研
究
会
で
学
び
を
深
め
ま
し
た
。 

 

 

★
わ
ら
べ
館 

生
誕
１３０
年
記
念
三
木
露
風
展
開
催
中 

５
月
１６
日
（
木
）
～
７
月
１６
日
（
火
） 

 

６
月
２３
日
（
日
）
は
三
木
露
風
の
誕
生
日
で
す
。 

 

当
日
午
後
２
時
～
３
時
に
、
わ
ら
べ
館
１
階
童 

謡
コ
ー
ナ
ー
で
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
、
数 

々
の
童
謡
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。
「
露
風
の
母
碧 

川
か
た
」
に
つ
い
て
四
井
が
話
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

要
入
館
料
。 

★
６
月
９
日(

日)  

午
後
１
時
半
～
４
時
半 

 

［
場
所
］
県
立
図
書
館
２
階 

大
研
修
室 

 
 

 

「
鳥
取
県
を
舞
台
に
！
歴
史
大
河
ド
ラ
マ
を
推 

進
す
る
会
」
発
表
会
・
講
演
会
・
総
会
が
あ
り 

ま
す
。
た
つ
の
市
の
「
か
た
の
会
」
発
起
人
代 

表
瀧
口
節
子
さ
ん
と
事
務
局
長
西
脇
千
城
さ 

ん
が
午
後
３
時
半
か
ら
講
演
さ
れ
ま
す
。 

★
次
の
研
究
会
は 

 

［
日
時
］
６
月
２１
日
（
金
） 

 

午
後
１
時
半
～
３
時
半 

 

［
場
所
］
県
立
図
書
館
２
階 

大
研
修
室 

 

「
テ
ー
マ
」
「
碧
川
か
た
の
父 

和
田
邦
之
助
に 

 
 
 
 
 
 

つ
い
て
」 

 
 

講
師 

前
県
史
編
さ
ん
室
長 

坂
本
敬
司
氏 

  
 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
積
極
的
に 

参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

たつのとの交流コーナー    たつの市かたの会の文中
ぶんなか

智子
と も こ

さんは『女権』創刊号を現代語に翻刻しておられ

ます。本を発行されるそうなので楽しみですね。読みやすくして多くの方々が目にしてほしいものです。 

 

 

関
連
イ
ベ
ン
ト
紹
介 

http://tottorism.pref.tottori.jp/

